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０．はじめに
　電気通信大学附属図書館（以下、本学）では、平成26
年4月にProQuest社（以下、PQ社）が提供する学術情
報の統合検索システム「Summon」＊1を「世界の情報検索」
（ベータ、試行版）としてサービス提供を開始した。＊2
　統合検索システム「Summon」は「ディスカバリサー
ビス」と呼ばれ、図書・雑誌などの冊子体資料と、電子
ジャーナルやデータベースなどの電子的資料を一括して
検索できるシステム（サービス）」である。ディスカバ
リサービスは、大学図書館で利用される検索システムと
して近年世界中で導入が進んでいるサービスである。＊3 
　例えば、QS World University Rankings 2014/15で50
位以内のイギリス８大学の図書館の全てが＊4、2014年
現在ディスカバリサービスを導入している。また、同じ
くイギリスのハダースフィールド大学図書館に視察に
行った際には、利用者用の検索端末はすべて「Summon」
のインターフェースが標準になっており、学生がディス
カバリサービスの検索結果をもとに館内に資料を探しに
行く姿を実際に目にした。図書館を案内してくれた担当
者からも、ディスカバリサービス導入以後は、それまで
の主たる検索システムであった図書館資料検索システム
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図1　電気通信大学附属図書館ウェブサイト
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（OPAC）は用いられなくなっている旨の話を伺うこと
ができた。＊5
図２ The University of Huddersfield Library, Website＊6
　本稿では、世界の大学図書館の検索システムの標準と
なりつつあるディスカバリサービスを、本学でも「世界
の情報検索」（試行版）として提供を開始したことを紹
介するとともに、その特徴を述べる。また、現在の課題
と当該システムへの提案をまとめ、本学での今後の学術
情報検索サービス提供の考えについて論じる。
１．「Summon」導入以前
　Summon導入以前の本学の図書館ウェブサイトは、学
内資料検索（OPAC）とともに電子ジャーナルやデータ
ベースへのリンクを形成し、学術ポータルサイトとして
の機能をもたせていた。しかし、本学がこれまで提供し
ていた方式では、ポータルサイトの機能としては不十分
であった。本学の研究者が主として利用する電子ジャー
ナルへのアクセス手順が多すぎるためである。その結果、
図書館の検索システムよりもGoogleなどの一般的な検
索エンジンを利用すると研究者から話を伺うことも少な
くなかった。
　また、学内資料検索（OPAC）からも電子ジャーナル
へアクセスできるよう、電子ジャーナルの書誌・購読情
報に加えてジャーナルへのリンク含む情報を整備してい
た。しかしながら、この業務にかかる職員の負担も大き
な課題の一つであった。
　この業務にかかる作業は非常に無駄が多い、手順以下
のとおりである。出版社から提供される電子ジャーナル
の契約タイトル情報を確認し、書誌情報の間違いを修正
し購読情報を追記する作業を行う。しかし、書誌情報は
毎年同じ修正を繰り返す必要があり、購読情報は継続購
読しているタイトルであっても毎年変更を余儀なくされ
ていた。
　ディスカバリサービスを導入すると、電子ジャーナ
ルの検索は、冊子体資料と同じく単一の検索インター
フェースから行える。また、電子ジャーナルの管理業務
の改善という点でも、本学で電子ジャーナル情報を別途
管理する必要がなくなる。このように、ディスカバリサー
ビスは導入における利点が大きいと考えられるツールで
あると、本学では考えていた。
　そこで、本学では第２期中期計画の中で、図書館の電
子化を推進し、その活用を促進するとともに、情報リテ
ラシー教育を促進することとしており＊7、電子ジャーナ
ル等の電子資料の活用を目的としてディスカバリサービ
ス導入の検討を進めていた。平成26年２月に導入のた
めの予算を確保できたため、平成26年４月に試行版と
して公開することになった。
２．「世界の情報検索」の特徴
２．１　「Summon」採用の経緯
　複数社あるうちのどのディスカバリサービスを導
入するかの検討がおこなわれ＊8、結果としてPQ社の
「Summon」を導入することになった。「Summon」に決
定した理由は、日本での導入実績が他社と比較して多い
という信頼性に加え、本学が提供している電子リソース
の多くをカバーするサービスであったことによる。
　日本では佛教大学で最初に「Summon」を導入し
た。佛教大学で2010年11月に試験公開が行われ、2011
年４月に「佛教大学図書館ポータルサイト」のメイ
ン検索エンジン「お気楽検索」として正式にリリース
された。＊9 2014年４月現在で「Summon」は19の大
学で導入されており、他社の導入事例数を上回ってい
る。＊10 また、「Summon」がカバーする電子リソースは、
ScienceDirect（Elsevier社）などの大手電子ジャーナル
パッケージに加え、電気分野の必須の電子ジャーナル
パッケージであるIEEE、さらに『Nature』などの総合
科学雑誌も含んでいる。＊11
　このような理由により、電気通信大学附属図書館では
ディスカバリサービスとしてPQ社の「Summon」を導
入することとし、平成26年３月の図書館委員会にて承図３　電子ジャーナルの検索例：『Nature』
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認を経て導入を決定した。
２．２　ディスカバリサービスの特徴
　ここで、ディスカバリサービスを用いた学術情報検索
の主要なポイントを列挙する。＊12
　・シンプルなキーワード検索用のインターフェース
　・ 図書・雑誌の冊子体資料と電子ジャーナル・データ
ベースなどの電子資料の統合検索機能＊13
　・検索語のリコメンド機能
　・検索した後の絞込（ファセット検索）
　・検索結果の関連度順ソート
　検索インターフェースや検索語のリコメンド機能な
どは、一見Googleを用いた検索のような印象を受ける。
しかし、ディスカバリサービスにデータベースとして収
録されているデータは学術情報に限られているため、一
般的な検索エンジンを用いた際に悩まされる学術情報以
外の結果は含まれない。この点はGoogleなどの一般的
な検索エンジンとは大きく異なる点である。
　ただし、以下の課題で述べる通り、ディスカバリサー
ビスの大きな特徴である冊子体資料と電子資料の統合検
索は、平成26年11月現在整備できていない。これが本
学では試行版となっている大きな理由である。
３．課題
　次に「世界の情報検索」の課題と今後のサービス向上
のためのシステム上の提案について論じる。
３．１　「世界の情報検索」で学内資料の情報を含める
　「世界の情報検索」で現在検索できる資料は、本学が
提供している電子ジャーナルやデータベースに限られて
いる。
　これは本来の意味でのディスカバリサービスを提供
していることにならない。このような状況の経緯は、
ディスカバリサービスの導入に先行して学内資料検索
（OPAC）機能を有する図書館システムのリプレイスが
進んでおり、ディスカバリサービス導入のタイミングに
合わせて図書館システム側でのディスカバリサービスへ
の対応準備ができなかったためである。
　本学での研究に不可欠の理工系ジャーナルはその多く
が電子化され、電子ジャーナルとして利用できるよう契
約・サービス提供を行っている。一方で、学生が利用す
るテキストや参考資料、教養や読書習慣をつけるための
資料は、その多くが日本語で、これらの資料の電子化は
これからという段階である。このように、図書館で提供
している資料は電子的リソースと従来からの冊子体資料
が混在するハイブリッドな状態にあり、この状態は今後
しばらく継続すると考えられる。
　利用者が必要とする大学図書館の資料が全て電子化さ
れるのも、そう遠い未来ではないかもしれない。しかし、
現在のような学術資料がハイブリッドである状態が続く
なかで、「世界の資料検索」の検索対象として学内資料
情報を含めることにより、資料を探すためのツールが一
本化されることで、利用者の利便性の向上が期待できる。
図書館として提供するサービスとして必須要件であると
も考えている。
　現在は試行版としての試験公開となっているが、冊子
体資料も一括して検索できるよう準備ができた段階で、
正式公開とする予定である。
３．２　購読情報の可視化
　現在の「世界の情報検索」での検索では、電子ジャー
ナルの購読情報は表示されない。電子ジャーナルの購読
情報とは、何年の何巻何号から何年の何巻何号までが利
用可能であるかという情報のことである。「世界の情報
検索」で得られる検索結果には、本学で利用できないタ
イトルや巻号も含まれており、利用者へのナビゲーショ
ンという観点から、利用者が検索結果でえられた結果の
中で、どの雑誌・論文が利用できるかどうかを直ちに発
見できることが望ましいと考える。
　このように正確な電子ジャーナルの購読情報を含めて
図書館でのサービスとして提供することを目的としたプ
ロジェクトが、イギリスのKB+（Knowledge Base+）＊14、
アメリカのGOKb（Global Open Knowledgebase）＊15で
先行して行われている。ナレッジベースと呼ばれる電子
リソースの情報を適切に管理し、サービスの基盤として
提供するためのデータベースの整備を行い、大学図書館
のコミュニティがこのプロジェクトに協力している。
　「ナレッジベース」とは、電子リソースの書誌・所蔵デー
タベースのことを指す。通常、冊子体資料であれば、図
書館がこれらのデータベースを作成する事が多いが、ナ
レッジベースの場合は、システムベンダーが出版社から
電子リソースのデータを取得し整備している。これらの
ナレッジベースは、ディスカバリサービを始めとして、
AtoZリストおよびリンクリゾルバの共通データベース
として機能している。＊16
　しかし、データベースの作成がシステムベンダーに依
拠しているということから、導入するシステムの種類に
よって管理できるデータが異なる、データの間違いを発
見しても図書館ではコントロールが難しいなど、図書館
サービスにとって柔軟な対応ができないという問題が
あった。
　先のKB+やGOKbは、このナレッジベースを図書館
コミュニティで作成・管理することで、その主導権を図
書館に取り返そうとしていることがひとつのポイント
になる。日本においては国立情報学研究所と大学図書
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館の連携による次世代学術コンテンツ基盤共同構築事
業、ERDB（電子リソース管理データベース、Electronic 
Resources Database）プロジェクトが、平成24年度か
ら進められている。＊17 
　現在、プロジェクトの中では日本語のオープンアクセ
スジャーナル、例えば大学紀要などのナレッジベースを
構築する作業が行われている。この成果として、平成
26年11月から、CiNiiBooksのオープンアクセスジャー
ナルの検索結果に、機関リポジトリやジャーナルが公開
されているサイトへのリンクが追加された。＊18
図４　CiNiiBooksでの検索例「電気通信大学紀要」
　ただし、これは電子ジャーナルの購読情報の可視化の
第一段階にすぎない。近年中には海外の電子ジャーナル
パッケージの購読情報を管理することができるようにな
り、図書館の各種サービスのシステムに反映するインフ
ラ整備が行われることが期待されている。＊19
３．３　パーソナライズド検索
　ディスカバリサービスに限った課題ではないが、図書
館の検索システムは利用者の求める資料検索の結果を提
供できていないという指摘は何度もされている。そして、
ディスカバリシステムではこの傾向がより顕著になって
いるという指摘もある。＊20
　この課題を解決するための一つの手段として、検索
システムにパーソナライズド検索の機能を持たせるこ
とが考えられないだろうか。図書館サービスには「My 
Library」というパーソナライズドポータルを有するシ
ステムが増えているが＊21、検索に対してはパーソナラ
イズドされたシステムは実現されていないと思われる。
各大学で導入されている認証基盤や各ユーザの利用ログ
を用いて検索結果表示を柔軟に変更できる機能を有する
検索システムであれば、利用者が求める資料検索の結果
をかなりの精度で提供できるのではないかと思われる。
　しかしながらこのようなシステムにも依然として課題
は残る。
　１． 個人の検索ログにあまりにも依存し過ぎると、求
める検索結果を得られない場合が発生するのでは
ないだろうか。例えば、普段は主たる研究課題で
あるギリシャ哲学に関係するキーワードを用いて
検索をしている利用者が、別の分野に興味を持ち
検索をする場合などが考えられる。
　２． 図書館システムで個人の検索ログを管理すること
自体に、図書館業界全体でも様々議論があり、現
状でも対応は一定ではない。知る自由の保障、あ
るいは人権を守るために読書記録を保護するとい
う考えは、「図書館の自由に関する宣言」や「図
書館員の倫理綱領」において展開されてきたが、
2005年４月からの「個人情報保護法」の本格施
行以降、読書記録を保護することが法的義務であ
るという点を無視してはならない。＊22
　第１の課題は学術情報の検索に限らず、およそ全て
の検索サービスに常に付きまとう課題である。例えば、
Googleの「パーソナライズド検索」は、検索履歴やクリッ
クした検索結果などから学習するとされているが、必ず
しも十分な検索結果が表示されるわけではない。＊23 
　しかし、図書館での検索システムも多くはこの種の機
能を持ち合わせていない、つまり同じキーワードを使う
全ての利用者が全く同じ検索結果を得ることになる。
　この課題を解消するためには、検索システムそのもの
の考え方を変える必要がある。学術情報の検索システム
がどのようなものであるべきかという点については、現
在のところ正解が見つかっているようには思えない。し
かしだからといって軽視することができない課題である。
　第２の課題は図書館での個人情報の管理についてであ
る。検索履歴を用いた検索結果が提供されることで、こ
のような機能を歓迎する人もいるだろう。しかし一方で、
貸出記録保存に抵抗を感じる人もいるはずである。この
点に関して、利用者がどのように考えているかの調査が
すでに行われている。その結果は利用者に貸出記録の保
存の是非について聞いたところ、８割の人が容認すると
いう結果が得られている。ただし前提として「履歴がサー
ビス向上に使われる」かつ「漏れない」という条件が求
められている。また、新サービスを使ってみたいという
人は半数以上という結果であった。＊24
４．おわりに
　本稿では、ディスカバリサービス「世界の情報検索」
の紹介とともに、大学図書館での電子リソースの管理と
サービス提供に関する課題を取り上げた。しかし、電子
ジャーナルに係る課題としてもう一つ無視できないもの
がある。電子ジャーナルの価格の問題である。＊25
　研究・学習の核をなす電子ジャーナルの価格高騰の問
題は、学術雑誌の電子化が進み始めた10年前から一向
 電気通信大学附属図書館「世界の情報検索」サービスについて：導入と課題 59
に解決できない大きな課題である。「世界の情報検索」
のような大学図書館の検索サービスも、コンテンツとし
ての電子ジャーナルが適切に提供できてこそ成り立つも
のである。どちらが欠けても、大学図書館のサービスと
して成り立たない。
　本学が学生・教職員の学修・研究を積極的に支援する
組織として、これからもこれらの課題に適切に対処する
必要があることを改めて指摘して、本稿を締めくくるこ
ととする。
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